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概要：夜空に光で絵を描いたようなペンライトアート写真を撮るには, 機材の制約, 及び時間と場所の制約

をクリアしなければならず, 手軽に撮影できるとは言えない. そこで画像合成による擬似的なシャッタース

ピード効果によって手軽にペンライトアート写真を撮影できるアプリケーションである ”ChemicalWrite”

を提案する. その後, この手法を実装したアプリケーションを開発し, それを動作させた結果および考察と

展望を述べる.
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Abstract: You must clear the limitation of machine parts and the when and where to take a light painting
photograph, so it cannot be said that you can photograph it easily. Therefore we suggest ”ChemicalWrite”
which is an application to photograph a light painting photograph by the software image composition with
even the camera which cannot coordinate shutter speed.

1. はじめに

夜暗い場所で, シャッタースピードを長くする長時間露

光撮影ができるカメラを用いて, 発光するペンライトを持

ち, 撮影中にそのペンライトを動かすことで, 図 1 のよう

に, 夜空に絵を描いたかのような写真を撮ることができる.

これを, ”ペンライトアート”, ”ライトペインティング” 等

と呼ぶ. イルミネーションを自分で描いているような, 大

変魅力的な表現方法であるが, この写真を撮るためには, カ

メラ機材の制約, 時間と場所の制約, の 2つの制約をクリア

しなければならない.

まず, カメラ機材の制約とは, シャッタースピードを調整
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図 1 ペンライトアート写真の一例 [6]

し, 長時間露光撮影ができるカメラを使用する必要がある

ということである. 現在一般に広く普及している家庭用の

コンパクトデジタルカメラは, シャッタースピードの変更
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が自由にできない物が多く, 精度の高いペンライトアート

写真を撮影するためには高価な一眼レフカメラなどを使用

することが必須である. このため, どんな人でもペンライ

トアート写真を気軽に撮影できるとは言えない.

次に, 時間と場所の制約とは, ペンライトの光を抽出する

ために暗い場所で撮影する必要があるということである.

そのためには, 夜間に撮影するか, 昼間でも部屋を暗くして

撮影するなどの工夫が必要になるが, それでは気軽にいつ

でもどこでも撮影できるとは言えない.

また, 以上の二つの制約をクリアしペンライトアートを

撮影することができたとしても, ただの懐中電灯の光のみ

で描画するのではアートとして味気ないと感じるかもしれ

ない. そこで, 多くの場合はアーティストのライブなどで

使われるケミカルライトや LEDペンライトなどの色がつ

いた安価なライトを用意したり, セロハンを被せて色を付

ける等の工夫が必要である. 撮影のためにこれらを準備し

なければならないということも, ペンライトアート写真に

”手間のかかる撮影手法” という印象を抱く要因になって

いると言える.

このアプリケーションが実現すれば, パソコンに内蔵さ

れたWebカメラと, スマートフォンのライト等の白色（単

色）の光源のみを用いてペンライトアート写真を撮影する

ことができる. つまり, 高機能なカメラや, 色の違う複数の

ケミカルライトやペンライトを用意しなくても, 気軽にペ

ンライトアート写真を楽しむことができるようになるので

ある.

2. 関連研究

本研究と同様に, ペンライトアートを楽しむことを目指

した関連研究を紹介する. ”夜空におえかき” *1 は 2012年

にタカラトミーアーツが開発した, 専用のマルチペンライ

ト（有料）を併用することでペンライトアートを画像とし

て残すことができる iOS アプリである.この夜空におえか

きは, iPhone や iPad 等のカメラで撮影できるという点で,

手軽にペンライトアート写真を体験することを可能にした.

また手軽に擬似的なシャッタースピード効果を与えるこ

とを目指した関連研究についても同様に紹介する. ”Sirius-

Comp” *2 は, 夜空に向けられたデジタルスチルカメラに

より 30分程度連続撮影された複数の写真を比較明合成す

ることにより, 星の軌跡が描かれた１枚の画像を作りだす

ことができる, Windowsで動作するフリーソフトである.

本研究では, 専用マルチペンライトや, デジタルスチ

ルカメラのような特別なデバイスを用いずに, ペンライ

トアート写真を作成することが出来るアプリケーション

”ChemicalWrite” を提案する.

*1 https://itunes.apple.com/jp/app/ye-kongnioekaki/

id567026892
*2 http://phaku.net/siriuscomp/

3. 手法

シャッタースピードを長くし, 長時間露光, 即ちシャッ

ターを長時間開けている状態で写真を撮影すると, 明るい

部分の動きが軌跡のように残り, 逆に暗い部分は明るい部

分に隠れて見えなくなる. そこで, この効果をWebカメラ

で再現するために, 以下で説明する手法を用いた.

3.1 画像の処理方法

まず, カメラを用いて動画を撮影し, 動画を撮影してい

る間にペンライトを動かす. その動画のデータを撮影と同

時に取り込む際に, 最初の 1フレームの画像のデータはそ

のままバッファに保存する. そして次のフレームの画像を

得たら, 前のフレームの画像と次のフレームの画像に対し,

以下で説明する画像合成処理を行い, その結果を現在のフ

レームの画像としてバッファに保存する. 続いて次のフ

レームの画像を得ると, 前回の合成結果の画像と今回得た

画像に対して同一の手法による画像合成を行い, その結果

を現在のフレームとしてバッファに保存する. 画像の撮影

中はこれらのステップを繰り返し, ユーザによる操作で撮

影が終了すると, 最後にバッファに保存されている合成結

果を最終的な結果として出力する.

ここでは動画撮影中にリアルタイムで合成処理を行う手

法を述べたが, 動画を撮影した後にそれを取り込んで合成

処理をまとめて行うことも可能である.

3.2 画像合成の方法

フレーム毎に処理する画像合成の方法を述べる. 前の画

像と現在の画像に対し, 比較明合成 (図 2) と呼ばれる手法

で画像合成処理を施す. 画像のデータは縦と横にそれぞれ

RGBの成分を持つピクセルの集合体として取り扱う. 前の

画像と現在の画像でそれぞれ同一の位置にあるピクセルを

取得し, そのピクセルの明度を比較する. そこで明度の高

い方のピクセルが, 新たに生成される合成画像における同

位置でのピクセルとなる. この明度による比較を, 前の画

像及び現在の画像の全てのピクセルに対して行う. このよ

うにすることで明度の高い部分を合成結果に継続的に残す

ことができる. 結果として光の動きの軌道を画像上に表す

ことが可能となる.

3.3 光へ色を付加する方法

カメラで撮って得られた画像上では, 光はほぼ真っ白な

白色として写ることに着目した.

まず, 画像上の白色 (RGB: 255, 255, 255) 及びそれに近

い色の部分を抽出する. 次に, 抽出した部分のみを切り離

して (白い部分以外はアルファとする), 2つのバッファに

保存する. 1つ目のバッファは, 白い部分全体を光の色に塗

りつぶし, その後ぼかし処理をかける. 2つ目のバッファ
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図 2 比較明合成

は, ぼかし処理を行うが, 1つ目のバッファのぼかし半径を

超えないように控えめにかける. 最後に, 元の画像, 1つ目

のバッファ, 2つ目のバッファの順に画像を重ねて, 最終的

な画像を得る.

4. 結果

本稿では, 前述した手法を OpenFrameworks を用いて実

装し, Webカメラでペンライトアート写真を撮影できるア

プリケーションを開発した. 以下にそのスクリーンショッ

トを示す.

これにより, ペンライトアート写真をWebカメラを用い

て生成することができた.

図 3 開発したアプリを実行している様子のスクリーンショット

5. 考察および展望

本稿では, ソフトウェア側で画像処理を行うことで, 一般

的なカメラでも簡易的にペンライトアートの撮影ができる

システムを開発した. さらに, カメラとソフトウェアの一体

化, ソフトウェア上での光の色の編集を可能にしたことに

より, 多彩な表現には専用のマルチペンライトが必要な ”

夜空におえかき”, またカメラで撮ったデータをソフトウェ

アに移動させなければならない”siriuscomp” との差別化も

図った. このシステムではコンピュータやスマートフォン

の端末さえあればペンライトアートの撮影ができるため,

今後より一層ペンライトアートによるアート作品が広まる

ことが期待される.

今後の展望としては, 大文字焼が見える場所にスマート

フォンをかざすことにより, 画面上に仮想の大文字焼が表

示され, それをライトでなぞることによりペンライトアー

トとしての大文字焼が制作されるような, ARアプリとの

併用, または, 暗く電波の届かない地下での工事作業中での

コミュニケーションツールとしての活用など, ペンライト

アートでの表現をアートで終わらせず, 実用的なツールと

して活用するといった期待ができる.
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